
東
日
本
の
Ａ
地
区
は
、
北
海
道
支
部
、

東
北
支
部
、
茨
城
支
部
、
東
京
支
部
、
信

州
支
部
、
静
岡
支
部（
旧
静
岡
東
部
支
部
）

の
６
支
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
東
圏
の
東
京
支
部
は
、
最
も
会
員
数

が
多
く
、
支
部
配
下
の
６
分
会
（
建
設
系

分
会
、
金
属
マ
テ
リ
ア
ル
分
会
、
機
械
分

会
、
化
学
分
会
、
電
気
情
報
分
会
、
宇
宙

制
御
シ
ス
テ
ム
分
会
）
か
ら
成
り
、
分
会

そ
れ
ぞ
れ
が
年
次
総
会
を
開
き
活
動
し
て

い
ま
す
。最
近
は
支
部
全
体
を
通
し
て「
ぶ

ら
り
散
策
」「
利
き
酒
会
」「Pechakucha

会
」

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、分

会
の
垣
根
を
は
ず
し
た
交
流
が
盛
ん
で
す
。

他
の
支
部
に
お
い
て
も
年
次
総
会
が
開

か
れ
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
幹
事
を
置
き
、
会

員
の
絆
を
よ
り
強
く
し
て
い
る
支
部
も
あ

り
ま
す
。

昨
年
10
月
、
コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く
開

催
が
見
送
ら
れ
て
い
た
Ａ
地
区
支
部
長
交

流
会
が
明
専
会
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
「
東

京
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
、
各
支
部
長

と
６
分
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
や

課
題
に
つ
い
て
説
明
し
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
同
日
開
催
さ
れ
た
秋
季
講
演
会
、

新
人
歓
迎
会
に
お
い
て
も
、
多
く
の
会
員

と
交
流
が
な
さ
れ
、
支
部
間
の
絆
を
よ
り

深
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

前
記
の
「
東
京
セ
ン
タ
ー
」
は
、
別
名

「
鳳
龍
ク
ラ
ブ
」
の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
、

東
京
支
部
会
員
の
み
な
ら
ず
地
域
か
ら
の

出
張
者
の
憩
い
の
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
か
ら
徒
歩
２
分
の
場
所
に
あ

り
交
通
の
便
が
良
く
、
東
京
に
お
越
し
の

際
に
は
ぜ
ひ
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
ス
タ
ッ
フ
が
美

味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を

淹
れ
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

本
号
よ
り
新
た
に
支
部
紹
介
の
ペ
ー
ジ
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
全
国
各
地
で
活
動
す
る
支
部
を
取
り
上
げ
、
そ
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
号
で
は
ま
ず
、
各
支
部
が
所
属
す
る
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
地
区
と
大
学
特
区
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ

ま
に
、
地
域
ご
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ａ
地
区

明
専
会
副
会
長

東
京
支
部
長

竹
林

貴
史
（
化
58
）鳳龍クラブ HP
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Ｂ
地
区
は
、
東
は
富
山
支
部
か
ら
西
は

岩
国
大
竹
支
部
の
15
支
部
と
大
阪
支
部
内

の
５
分
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
各
支
部
で
は
、
総
会
が
開
催
さ

れ
会
員
の
交
流
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
２
０
２
０
年
コ
ロ
ナ
禍
で
総
会
中
止

す
る
支
部
が
増
え
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
総
会

を
再
開
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。

大
坂
支
部
で
は
、
今
年
も
11
月
に
支
部

総
会
と
、
関
西
３
支

部
（
大
阪
・
神
戸
・

京
滋
支
部
）
で
新
人

歓
迎
会
を
同
時
に
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
Ｂ
地
区
支
部

長
交
流
会
も
、
大
阪

支
部
総
会
と
兼
ね
て

開
催
し
、
６
支
部
５

分
会
か
ら
14
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

近
郊
の
支
部
長
は

互
い
の
総
会
に
参
加

し
て
交
流
を
深
め
て

お
り
、関
西
３
支
部
・

中
京
支
部
や
、
広
島
・
呉
・
岩
国
・
備
後

支
部
で
交
流
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
京
支

部
で
は
、
総
会
が
企
業
幹
事
持
ち
ま
わ
り

で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
も
約
百
名
以
上
と

大
変
活
気
が
あ
り
ま
す
。

各
支
部
総
会
の
日
程
等
は
、
明
専
会
の

Ｈ
Ｐ
に
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会
員

の
方
々
は
、
お
近
く
の
支
部
へ
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｃ
地
区
は
、
北

九
州
支
部
、
下
松
、

周
南
、
宇
部
小
野

田
、
厚
狭
、
下
関
、

宮
若
、
行
橋
京
都
、

豊
前
中
津
、
及
び

松
山
の
各
支
部
か

ら
構
成
さ
れ
る
地

区
で
、
環
周
防
灘

地
区
と
も
言
え
る

で
し
ょ
う
。
２
年

に
１
回
開
催
さ
れ

る
支
部
長
交
流
会

は
、
昨
年
は
工
大

祭
初
日
に
開
催
さ
れ
た
明
専
会
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
百
周
年
中
村
記

念
館
に
て
開
催
し
、
支
部
間
の
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、工
大
祭
を
楽
し
み
ま
し
た
。

母
校
の
お
膝
元
の
北
九
州
支
部
は
、
新

入
生
歓
迎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
工
大
祭
で

の
模
擬
店
出
店
な
ど
明
専
会
本
部
の
取
り

組
み
に
協
力
し
、
明
専
会
の
大
学
支
援
・

学
生
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
会
員
数

が
多
い
企
業
に
は
、
新
人
会
員
の
勧
誘
を

含
め
て
支
部
総
会
参
加
者
の
と
り
ま
と
め

等
を
担
う
「
企
業
幹
事
」
が
お
り
、
総
会

参
加
者
が
100
名
前
後
、
２
０
０
０
年
以
降

の
卒
業
生
が
３
割
超
に
な
る
原
動
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
役
学
生
を
無

料
招
待
し
て
い
ま
す
。

各
支
部
の
支
部
総
会
で
、
他
企
業
の
会

員
や
先
輩
方
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
同
窓

の
絆
の
有
難
さ
を
体
感
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
開
催
日
時
な
ど
は
明
専
会
Ｈ
Ｐ
な
ど

で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
地
区
に
居

住
・
勤
務
し
て
い
る
皆
さ
ま
は
、
是
非
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
、
支
部
総

会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

Ｂ
地
区

明
専
会
副
会
長

大
阪
支
部
長

新
宅

秀
信
（
機
59
）

Ｃ
地
区

明
専
会
副
会
長

北
九
州
支
部
長

石
橋

一
郎
（
制
56
）工大祭で明専会模擬店出店
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Ｄ
地
区
は
北
九
州
地
区
を
除
く
九
州
・

沖
縄
の
14
支
部
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
手
の
参
加
が
少
な
い
と
か
個
人
情
報

保
護
の
関
係
で
卒
業
生
情
報
が
入
り
に
く

い
と
い
う
共
通
の
悩
み
は
あ
り
ま
す
が
、

各
支
部
長
は
各
々
の
実
情
に
即
し
て
明
専

の
絆
醸
成
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

地
区
と
し
て
は
本
部
活
動
の
情
報
提
供

や
近
隣
支
部
と
の
交
流
に
努
め
て
お
り
、

隔
年
で
開
催
さ
れ
る
各
地
区
支
部
長
交
流

会
に
事
務
局
長
や
代
議
員
に
も
参
加
頂
き
、

終
身
会
員
登
録
に
よ
る
支
部
総
会
や
大
学

の
研
修
受
講
補
助
の
メ
リ
ッ
ト
及
び
明
専

会
基
金
の
紹
介
な
ど
の
広
報
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
支
部
総
会
へ
の
相
互
訪

問
や
佐
賀
県
青
春
寮
歌
祭
へ
の
参
加
呼
び

か
け
に
よ
り
明
専
の
絆
醸
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

明
専
会
事
務
局
の
ご
努
力
に
よ
り
、
大

学
生
の
終
身
会
員
が
増
え
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
は
Ｄ
地
区
内
に
あ
る
飯
塚

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
へ
の
支
援
等
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｄ
地
区
内
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
各

支
部
長
へ
連
絡
頂
き
（
連
絡
先
は
明
専
会

事
務
局
に
確
認
下
さ
い
）
支
部
総
会
や
新

人
歓
迎
会
な
ど
の
行
事
へ
一
度
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

大
学
特
区
は
、
本
学
を
卒
業
・
修
了
し

た
教
職
員
で
構
成
さ
れ
る
地
区
で
す
。
上

記
教
職
員
は
、
本
記
事
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
各
地
区
で
は
な
く
大
学
特
区
に
所
属
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

大
学
特
区
で
は
、
他
地
区
の
会
員
と
協

力
し
て
明
専
ス
ク
ー
ル
、
部
活
応
援
事
業
、

明
専
会
報
の
発
行
、
明
専
ネ
ッ
ト
の
世
話

役
な
ど
主
と
し
て
学
生
支
援
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

明
専
ス
ク
ー
ル
で
は
、
有
力
企
業
で
管

理
職
経
験
の
あ
る
本
学
卒
業
生
を
講
師
と

し
て
迎
え
、
在
学
生
を
対
象
に
、
入
社
時

に
社
会
人
と
し
て
自
信
を
持
っ
て
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
で
き
る
よ
う
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
礎
を
学
ぶ
実
践
型
キ
ャ
リ
ア
育
成
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

部
活
応
援
事
業
で
は
、
責
善
会
所
属
の

活
動
サ
ー
ク
ル
の
中
か
ら
顕
著
な
成
果
を

上
げ
て
い
る
団
体
に
対
し
、
そ
の
活
動
内

容
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
活
動
資
金
を

支
援
し
て
応
援
す
る
こ
と
で
、
学
生
と
明

専
会
会
員
と
の
絆
を
強
め
る
こ
と
を
行
っ

て
い
ま
す
。

明
専
会
報
で
は
、
大
学
や
明
専
会
の
近

況
に
加
え
、
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先

輩
の
記
事
、
在
学
生
の
活
躍
状
況
な
ど
、

卒
業
生
と
在
学
生
を
結
び
つ
け
る
記
事
を

紙
面
や
明
専
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

明
専
ネ
ッ
ト
は
、
会
員
相
互
の
交
流
機

会
を
さ
ら
に
増
や
し
、
明
専
会
の
絆
を
強

化
・
拡
大
し
、
会
員
の
「
人
間
力
」
の
向

上
、
明
専
会
の
活
性
化
と
永
続
性
を
目
指

す
と
と
も
に
、
九
州
工
大
の
支
援
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
で
す
が
、
大
学

に
関
す
る
話
題
提
供
を
企
画
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
地
区
・
Ｄ
地
区
・
大
学
特
区

合
同
交
流
会
や
、
工
大
祭
の
時
期
に
開
催

さ
れ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
新
入
生

歓
迎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、

本
学
出
身
の
教
職
員
の
団
体
で
あ
る
明
星

会
の
支
援
を
行
い
大
学
教
職
員
間
の
親
睦

や
交
流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
学
内
の
情
報
交
換
も
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

Ｄ地区支部・支部長名

支 部 支 部 長

宗 像 有働 洋一

筑 豊 松尾研一郎

福 岡 松田 安史

久留米 今村 栄二

大牟田 世良 佳弘

佐 賀 福島 裕充

佐世保 長田 秀夫

長 崎 一ノ瀬利光

大 分 福元 研治

熊 本 矢鍋 幸博

宮崎北 森島 秀喜

宮 崎 原田 隆典

鹿児島 吉行 勝哉

沖 縄 東 樹開

Ｄ
地
区

明
専
会
副
会
長

福
岡
支
部
長

松
田

安
史
（
電
54
）

大
学
特
区

明
専
会
理
事

重
枝

未
玲
（
設
建
Ｈ
10
）
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